
チ
工
法
に
よ
る
埋
立
て
て
を
行
っ
て
い

ま
す
。
廃
棄
物
を
２
．
５
ｍ
の
高
さ
に

埋
め
立
て
、
そ
の
上
に
０
．
５
ｍ
の
中
間

覆
土
を
行
い
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
。

周
辺
の
環
境
に
配
慮
し
、
地
下
水
を
汚

さ
な
い
た
め
に
遮
水
層
２
層
の
５
層
構

造
の
シ
ー
ト
を
敷
い
て
あ
り
ま
す
。
浄

化
さ
れ
た
浸
出
水
は
、
川
に
流
さ
れ
ま

す
が
、
有
害
物
質
等
は
除
去
さ
れ
、
水

質
に
は
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

写
真
（
左
）
は
、
搬
入
さ
れ
た
廃
棄

物
（
焼
却

灰
）
に
覆

土
す
る
ユ

ン
ボ
。

　

ま

た
、

他
に
敷
地

内

に

は
、

彩
の
国
資

源
循
環
工
場
が
あ
り
、
民
間
企
業
８
社

が
入
り
、
各
種
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
入
量　

２
３
９
４

ｔ/

日
（
８
社
合
計
）　

再
資
源
化
率　

約
９
３
％
（
８
社
平
均
）

　

こ
う
し
た
施
設
を
見
学
す
る
こ
と

が
、
ご
み
の
減
量
化
へ
の
意
識
向
上
に

つ
な
が
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
昼
食
は
、
地
元
の
有
機
野
菜

を
使
っ
た
、
小
川
町
の
日
替
わ
り
シ
ェ

フ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
べ
り
カ
フ
ェ
つ
ば
さ
」

で
、
新
玉
ね
ぎ
の
ス
テ
ー
キ
ハ
ス
ラ
ー

添
定
食
（
７
５
０

円
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有

機
農
法
の
先
駆

者
、
霜
里
農
場

の
園
主
金
子
美

登
氏
が
栽
培
し

た
野
菜
で
す
。

　

５
月
18
日
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
三
芳
主

催
の
寄
居
の
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン

タ
ー
の
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
三

芳
町
の
ゴ
ミ
が
最
終
的
に
ど
こ
に
運
ば

れ
る
の
か
、
ゴ
ミ
の
行
方
を
追
っ
て
、

今
後
の
三
芳
町
の
ご
み
問
題
を
考
え
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

昨
年
、
会
派
で
焼
却
ゴ
ミ
の
行
方
を

追
っ
て
山
形
県
米
沢
の
最
終
処
分
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
三
芳
町
で
は
、
こ
の

他
に
今
回
訪
れ
た
埼
玉
県
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー
に
も
不
燃
物
の
最
終
処
分
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
事
業
主
体
は
埼
玉
県
。

事
業
内
容
は
、廃
棄
物
の
最
終
処
分
（
埋

立
処
分
）。
受
入
対
象
は
、
県
内
市
町

村
等
か
ら
の
一
般
廃
棄
物
、
県
内
中
小

企
業
か
ら
の
産
業
廃
棄
物
。
敷
地
総
面

積　

９
７
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
埋
立
重

量
２
７
１
万
ｔ
。
埋
立
地
は
サ
ン
ド
イ
ッ

　

新
し
い
時
代
の
中
で
、
自
治
体
が
、

そ
し
て
首
長
や
議
員
が
ど
う
対
応
し
、

ま
た
議
会
が
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
・
・
。

　

５
月
17
日
、
こ
う
し
た
研
究
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
日
本
自
治
創
造
学
会
が

発
足
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
穂
坂
邦
夫

会
長
よ
り
挨
拶
、
続
い
て
左
記
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
佐
々
木
信
夫
中
央
大
学
教
授　
「
地

域
主
権
国
家
と
地
方
自
治
の
展
望
」　

・
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
（
写
真
左
）

「
わ
が
国
の
地
域
主
権
改
革
」

・
御
厨
貴
東
京
大
学
教
授　
「
日
本
政

治
の
課
題
と
展
望
」

　

そ
れ
ぞ

れ
、
国
政

を
含
め
現

在
の
政
治

状
況
に
対

☆
寄
居
の
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
見
学
☆

●
自
治
政
策
講
座

●
日
本
自
治
創
造
学
会

し
て
厳
し
い
意
見
と
、
地
方
自
治
、
議

会
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

　

民
主
党
の
逢
坂
首
相
補
佐
官
は
、
北

海
道
ニ
セ
コ
町
の
首
長
を
経
験
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
に
、
民
主
党
が

進
め
る
「
地
域
主
権
」
の
説
明
に
は
強

い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
地
域
主

権
」
が
叫
ば
れ
る
中
、
私
達
地
方
議
会

も
、
変
革
の
波
に
乗
り
遅
れ
ず
、
議
会

改
革
を
推
進
し
て
行
か
な
く
て
は
い
け

な
い
で
す
ね
。

　

５
月
21
日
22
日
、
横
浜
に
て
自
治
体

議
会
政
策
学
会
主
催
に
よ
る
第
12
期
自

治
政
策
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
住

民
と
変
え
る
〜
地
域
の
課
題
に
応
え
る

議
会
へ
～
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
５
講

座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
の
内
容
は
、
議
会
改
革
、
自
治

体
行
政
、
生
物
多
様
性
保
全
と
自
治
体

の
環
境
政
策
、
地
方
分
権
の
中
で
の
道

路
行
政
、
介
護
保
険
の
見
直
し
な
ど
多

岐
に
亘
り
、
各
自
治
体
、
議
会
が
抱
え

る
問
題
に
対
し
て
問
題
提
起
を
含
め
、

わ
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

特
に
、
武
藤
博
己
法
政
大
学
大
学
院

教
授
は
（
写
真
左
）、「
分
権
と
道
路
行

政
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
道
路
行
政

を
研
究
し
て
き
た
結
論
と
し
て
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
が
終
わ
り
、

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
な
り
、
公
共
事

業
で
は
な
く
、
福
祉
な
ど
生
活
の
ニ
ー 

ズ
で
地
域
が
生
き
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
話
す
。

今
後
の
三
芳
町

の
ま
ち
づ
く
り

に
対
し
て
大
き

な
示
唆
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。


